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 これに対して，本論文では RPM 法の原理を拡張した高精度内部目標画像化手法を提案する．
本手法は，RPM 法による誘電体境界推定点だけではなく，同法線ベクトル及びスネルの法則を用
いることが特徴である．誘電体内部伝搬経路を決定することで，誘電体境界が未知の状況下でも
超波長の精度を保持することを示す．本論文の特性評価として，まず 2 次元問題を仮定し，誘電
体内部比誘電率が既知である条件下で，提案法が 1/10 波長規模の高精度推定像を実現することを
示す．本手法は積分処理を不要とするため，拡張 SAR よりも処理時間を飛躍的に改善する．次に，
二回散乱波を用いた内部目標画像化領域拡張法を提案し，その有効性を示す．最後に 3 次元問題
を仮定し，提案法は容易に立体形状推定法へ拡張できることを示す． 
 
